
                               

             

 

 

 

令和４年度第２回いわき市自殺対策協議部会 
   

 

日 時：令和５年３月 23日（木）午後 2時 00分から 

場 所：総合保健福祉センター3階 社会復帰会議室 

                   

                    次 第 
 

 １ 開 会 

 

 

 ２ 報告事項 

   

⑴ 第 1回いわき市自殺対策協議部会で寄せられた意見等 

 

⑵ いわき市における自殺者の状況について 

  

⑶ 令和４年度における保健所地域保健課の取り組みについて  

 

 

３ 協議事項について 

   市民アンケート結果（速報値）および第一次市自殺対策計画における課題及び今

後の対応 

 

 ４ その他 

 

 

 ５ 閉会 

 

  参考資料 自殺総合対策大綱の概要（一部抜粋）等 

             

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１回 自殺対策協議部会における報告事項に対する意見と回答

（１）自殺の現状と推移について【感想３件】【意見２件】 その後の対応

いわき市医師会

勝島委員

新型コロナによる経済の落ち込みによる影響は感じられましたが、今後、賃金ショートによ

る倒産、円高不況も心配です。

いわきグリーフケア協会

藁谷委員

市外へ転出し、自死した方のご家族から相談を受けました。

統計の数字だけでは語れない複雑な問題であると捉えております。

いわき商工会議所

小林委員
コロナや経済情勢等により、原因となる生活苦、孤立化が促進されるのが心配。

いわき公共職業安定所

根本委員

自殺者数の推移、特徴において、中高年男性が増加している一方で、相談支援につながらな

い状況について支援相談体制の周知広報をより一層充実させていくことが必要であると思い

ます。

福島県弁護士会

安藤委員

統計に表われているとおり、失業（経済問題）が自殺のきっかけになっている。

男性が相談しない理由まで把握してほしい。

いわき市医師会

勝島委員

行政において、一覧表で各課がやっている様に見えがちになりますが、精神保健係の皆さん

ができるだけ庁内での人脈や、異動者を通じて広く広めていただきたいです。

　自殺対策庁内連絡会議において、自殺者の推移や対策について検討したところです。

相談窓口の周知やゲートキーパーの普及等関係各課の連携強化により自殺対策の一層の推進を図ってまいりたいと

考えております。

福島県精神保健福祉士会

草野委員
コロナ禍でこれだけ実施できていることに感心しました。

いわきグリーフケア協会

藁谷委員

「不十分だった」「実施できなかった」とおっしゃる担当課の方々を責めることはできない

と思います。新型コロナが活動の足枷になっていることは事実で、「コロナさえなければ」

と思う気持ちは私たちも共通しています。

福島県教育庁いわき教育事

務所　志賀委員

国の政策に基づいて、様々な取組を実施していただき、感謝申し上げます。市保健所が様々

な部署、担当課、地域との調整、コーディネート役になっていただけることは大変ありがた

いことと感じました。

福島県精神保健福祉士会

草野委員

自殺対策を支えている人（支援者等）に対するこころのケアの要望があります。そのような

取組はありますでしょうか。（例　相談支援事業所や障がい者相談支援センター職員等が相

談を受ける中で、重い相談内容を抱える場合の心の負担のケアについて）

　支援者が一人で抱えこまないよう、個別ケア会議の開催のほか、関係職員（保健福祉関係職員、介護、教員、労

働等）向けに支援者自身のこころのケアも含めた自殺予防支援者向け研修会を開催したところです。

いわき公共職業安定所

根本委員

「心のケア講座（中高年自殺対策講演会）」の実施は、働き世代に対するメンタルヘルスケ

アの推進に資する取組であると思います。経済団体のほか、経済団体に加入していない企業

に対しても積極的に周知を図っていくことが必要と思います。

　労働者５０人以上の事業所では毎年１回ストレスチェック制度の実施が行われ、職場改善やメンタル不調を未然

に防止する措置がとられているが、５０人未満の事業所においては、市内の労働者の相談窓口と連携を図り、経済

団体等に加入していない企業等に対しても、周知を図るよう努めてまいりたいと考えております。

福島県弁護士会

安藤委員

地区センター、通院先と連携を強化し、自殺念慮の兆候がみられた時点で介入すべきであ

る。現時点では各個人に対しての啓発の取り組みがほとんどであり、関係先との協議の機会

が少ないため、こちらの点に注力すべきである。

　自殺念慮の兆候がみられた自殺リスクを抱えた方への支援については、医療機関や各地区保健福祉センターをは

じめ、経済困窮や生活・就労問題などに対応する関係機関と必要時連携を図りながら支援をしているところです。

個人の支援を通し、関わる支援者や関係機関の連携協議の場の開催について推進してまいります。

いわき商工会議所

小林委員
コロナを意識した工夫も必要

福島県教育庁いわき教育事

務所　志賀委員

コロナ禍においても、感染対策を工夫しながら対面での実施を検討いただき大変ありがたく

感じております。目標値を設定しながらも、それぞれの部署、担当課で自殺０を目標に力を

合わせて取り組んでいくことで大切な命を救うことにつながると感じています。自ら担当す

る部署において自殺０を目指して取り組んでいきたいと思います。

１　報告事項

（２）令和３年度の取組みについて【意見１件】【感想３件】

（３）令和４年度の取組みについて【意見３件】

　生活困窮、勤務相談、家庭相談窓口等に啓発グッズを重点的に設置したところですが、つらい悩みを抱え続ける

と周りに助けを求めづらく、特に中高年男性は、問題を抱えやすい上、相談することへの心理的な抵抗（詳細別紙

参考資料）から問題が深刻化する傾向があるため、周りの声かけが重要であることから、相談業務に従事する関係

職員のみでなく様々な団体や市民を対象に、死にたいと考えるほど悩んでいる人に気づき、話をきき、つなぐゲー

トキーパーの普及を関係機関と連携し推進してまいりたいと考えております。

　ウィズコロナ対応として、自殺予防啓発動画を配信したところですが、、あらゆるICTを活用した啓発活動など

効率的に推進してまいりたいと考えております。



令和4年度　第２回 自殺対策庁内連絡会議における意見と回答

２　協議事項

回答

健康づくり推進課 当市の壮年期男性の自殺者数は増加しているのか。
　壮年期男性の自殺者数の推移をみると、増減を繰り返しており、令和4年は39人となっております。今後もそ

の推移を注視してまいります。

参考資料

（警察統計）

市民生活課
資料P17「うつ関係」の相談件数について、相談件数が増えればいいとは限らなのではない

か。母数の考え方について、自殺者数等と関連をみる必要があるのではないか。

　相談件数を評価指標に用いることは、第1次市自殺対策計画策定時にも協議した点でございます。当課として

は、一人で抱え込まず相談できる体制構築や、周知を図ることを念頭に置いた評価指標として相談件数の増加を

評価指標としてあげたところです。頂いたご意見は今後の参考にさせていただきます。

こども家庭課

資料P17　ゲートキーパー養成者数の目標値は達成されているものの、ゲートキー

パーの認知度が低下していることから、引き続き効果的な周知啓発を図っていく必要

があるのではないか。

　ご意見いただいたとおり、効果的な周知啓発について取り組んでまいります。

保健所総務課

・市民アンケートで、若い世代ほど自殺を考えたことが多いことに驚いた。

　いわき市の小中校生の自殺に関する傾向はどうか。

・自殺対策計画の対象に小中学生は含まれているのか。自殺の背景に不登校などがあ

るのか。

・不登校などの現状はどうか。

　

・市内の中高生の自殺者数（平成29年～令和３年までの過去5年間）は5名となっております。（5名未満は外部

公表不可）。20歳未満の自殺者数（警察統計）は、H29年1人、H30年2人、R1年3人、R2年2人、R3年0人、R4

年は2人となっております。

・自殺対策計画の対象に小中学生も含まれており、学校・教育委員会と連携し相談窓口の周知強化や自殺予

　防に関する教育の推進に努めてまいります。

（学校教育課回答）

　不登校児は増加傾向にある。理由として最も多いのが家庭問題であり、総合教育センターや学校教育課への相

談件数も増加傾向である。リストカットなどの未遂事例の相談もあり、危機感を感じている。子ども達には学期

ごとに<困りごと相談>として悩みを吸い上げ対応しているところである。

１　報告事項　⇒意見等なし

市民アンケート結果（速報値）および第一次市自殺対策計画における課題及び今後の対応

男性（人） 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 計

H29 3 4 11 2 20

H30 3 6 11 11 31

R１ 3 3 10 9 25

R２ 3 10 7 12 32

R3 2 9 12 8 31

R4 5 8 11 15 39






































